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ＫＨＶ病まん延防止のためのニシキゴイの卵消毒方法の確立

〔要約〕ヨード剤による50ppm15分間の消毒が、ニシキゴイの卵消毒に有効であるこ

とが分かった。これにより、卵の安全で簡便な消毒の指標を得た。
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［背景・ねらい］

平成18年以降、本県ニシキゴイ養殖場においてもＫＨＶ病が発生し、甚大な被害を与え

た。また、ＫＨＶ病に感染し耐過したコイおよびそれから得られた稚魚が感染源となる可

能性が危惧されている。そこで、ＫＨＶ病のまん延を未然に防除するため、ヨード剤をニ

シキゴイの卵消毒に用い、安全で簡便な消毒法の基準を確立し、その方法をマニュアル化

する。

［成果の内容・特徴］

１ ヨード剤(50ppm15分間）により消毒したＫＨＶ液を魚体接種し検査したところ、ＫＨ

Ｖは検出されず、不活化効果が確認された（表１）。

２ 卵消毒の効果を明らかにするため、人為的に作出した感染耐過魚より得た卵およびＫ

ＨＶ液に暴露した卵を、異なる濃度および時間で消毒したところ、未消毒区を含めて受

精卵、仔魚および稚魚からウイルスは検出されなかった。また、卵に付随する一般生菌

数の減少状況から消毒率を算出し評価したところ、いずれの消毒条件で消毒した場合に

も消毒効果が認められた（表２）。

３ 卵に対するヨード剤消毒の影響は、発眼前（受精14時間後）に消毒した場合に、200

ppm15分および30分の消毒区において、発眼率およびふ化率が未消毒区に比べ有意に低

かったが、それ以下の濃度および時間では概ね卵発生に対する影響はなかった。また、

発眼期（受精62時間後）の卵に対しては概ね影響はなかった（表３）。

４ 50ppm15分間の消毒を発眼期もしくは発眼前（受精14時間前後）に行うことが適当と

考えられた。

［成果の活用面・留意点］

１ 今後、現場での意見等を取り入れ、より実用的で使い易いマニュアルを作成する予定

である。



［具体的データ］

表１ KHV不活化の確認

表２ 各サンプルにおけるウイルス保有状況および消毒率

*:消毒率(%)=(1-消毒区の生菌数／未消毒区の生菌数)×100

表３ 発眼率およびふ化率

*:未消毒区の値に比べ統計学的に値が低いことを示す
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消毒濃度-時間
(ppm-min)

KHV陽性率
(%)

50-15 0
未消毒区 100

消毒率 *
(%)

消毒濃度-時間
(ppm-min)

感染耐過 人為攻撃 感染耐過 人為攻撃 感染耐過 人為攻撃

50-15 - - - - - - 99.0
50-30 - - - - - - 99.6
200-15 - - - - - - 99.1
200-30 - - - - - - 99.6

未消毒区 - - - - - - ／

受精卵 稚魚仔魚

消毒時期

発眼率(%) ふ化率(%) 発眼率(%) ふ化率(%)

平均値(範囲) 平均値(範囲) 平均値(範囲) 平均値(範囲)

50-15 91(85.5～96.6) 74(57.3～86.9) 91.5(88.2～95.7) 70.9(59.3～77.9)

50-30 87.9(83.8～94.8) 75.4(72.5～79.6) 87.4(83.4～95.2) 67.9(50.8～76.0)

200-15 73.7*(43.0～88.0) 52.6*(21.9～79.2) 86.7(78.6～97.3) 66.0(44.7～78.8)

200-30 26.9*(7.5～82.2) 15.5*(2.8～47.2) 90.0(84.7～92.2) 68.9(48.6～82.2)

未消毒区 91.6(85.0～94.9) 77.8(60.5～88.2) 88.3(84.6～95.9) 72.1(57.6～82.0)

消毒濃度-時間
(ppm-min)

発眼前（受精14時間後） 発眼期（受精62時間後）


